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● 米子―ソウル便をみんなで利用しよう ･･ 2 ～ 3

● みんなで進める集落づくり

 ～農地・水・環境保全向上対策のとりくみ～ ･･ 4

● 「市報くらよし」は月1回の発行になります ･ 5

● 指定管理者からのお知らせ ･･････････････ 6

● ソナ チャン・イヤギ ･･･････････････････ 7

● インフォメーション ･･･････････････ 8 ～ 13

● あんしんファイル ････････････････ 14 ～ 15

● 若者の定住化に向けて／人口 ･･･････････ 16

▼恋人にともに生きることを請う淀屋辰五郎

▼里見忠義の心を音楽で表現したＪａｚｚｙ Ｌｉｖｅバンド

▼倉吉で淀屋の再興を図る牧田仁右衛門

▲里見忠義とその忠臣たち

第５回鳥取県総合芸術文化祭

倉吉・ダブルストーリー～淀屋と八賢士の世界～

１１月１１日（日）、倉吉未来中心大ホールで、第５回鳥取県

総合芸術文化祭のプロジェクト事業「倉吉・ダブルストーリー

～淀屋と八賢士の世界～」の公演が行なわれました。

倉吉ゆかりの「淀屋」と「里見八賢士」をテーマに、一流舞台

演出家と市内や県内の皆さんで創り上げられた熱気あふれる

舞台に、約１８００人の観衆が魅了させられました。
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＜アメリカ＞
グアム
ニューオーリンズ
ニューヨーク
ダラス
デンバー
デトロイト
ラスベガス 
ロサンゼルス
マイアミ
メンフィス
ミネアポリス
ミルウォーキー
バーミングハム 
ボストン
サイパン
サンノゼ
サンディエゴ
サンフランシスコ          
ソルトレークシティ          
シアトル          
シカゴ          
シンシナティ
アトランタ
アンカレジ
オースティン 
オーランド          
ワシントンD.C.
インディアナポリス          
ポートランド          
フィラデルフィア          
ホノルル

＜ロシア＞
ノボシビルスク          
モスクワ          
ブラーツク          
ウラジオストク          
サハリン          
サンクトペテルブルグ          
アバカン
クラスノヤルスク          
ハバロフスク

＜中国＞
広州、桂林、南京、寧
波、大連、丹東、マカ
オ、北京、アモイ、瀋
陽、深セン、西安、三
亜、延吉、塩城、煙台、
ウェイハイ、済南、長
沙、成都、重慶、青島、
昆明、太原、天津、福
州、ハルビン、海口、
杭州、フフホト、香港

●ケープタウン

●アムステルダム

●ホノルル

＜ドイツ＞
デュッセルドルフ
ミュンヘン
ブレーメン
シュツットガルト
フランクフルト

●シドニー

●ローマ

●シンガポール

●パリ

●カイロ

●ロンドン

●ブエノスアイレス

●ワシントンD.C.

●ニューヨーク

●バンクーバー
●アンカレジ

●シアトル

●デリー

●オークランド

●
ジャカルタ
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川国際空港・おもな就航都市

※１　仁
インチョン

川国際空港は、北東アジア最大規模をほこり、

国際線・国内線を含め、193の就航路線数と、51の国を

結び、旅客・貨物合わせて 47の航空会社が就航する国際

ハブ空港。

　とくに、中国やアメリカの多くの都市へ就航してい

る。実際に成田や関西空港ではなく仁川経由で欧米へ

おもむく日本人も多い。

これらの情報は、次のホームページで詳細を紹介しています。

「韓国へ行こう！」ホームページ　http://www.yonago-seoul.com

各種支援については、http://www.top-page.jp/site/page/seoul/topics/SHIENGIJYO/public/

　米子－ソウル便は、山陰唯一の国際定期便として、米子空

港と韓国・仁
インチョン

川国際空港※１を約１時間 30 分で結び、環日本

海時代の拠点として、そして世界への窓口として、鳥取県・

島根県にとって重要な国際航空路線です。

　しかし、平成19年度に入り、利用客が減少し、８月にアシ

アナ航空㈱が突然の運休を決定されました。この決定を受け

鳥取県はアシアナ航空に対し、緊急支援策を行うこととし、

アシアナ航空は、当面、継続して運行することになりました。

　今後の米子－ソウル便存続のために、米子－ソウル国際定期

便利用促進実行委員会では、米子－ソウル便の搭乗率向上の

ための、利用促進策を実施しています。

　米子－ソウル便をみんなで利用しましょう。

米子－ソウル便の利用状況の推移
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米子－ソウル便　スケジュール

　運航日：毎週火・金・日曜日

米子（15：00）→ソウル（16：40）

ソウル（12：30）→米子（14：00）山陰唯一の国際定期便

米子－ソウル便をみんなで利用しよう！
米子－ソウル国際定期便利用促進実行委員会では、米子－ソウル便の利用促進のため、次の支援を行っています。

　　※問合せ先：米子－ソウル国際定期便利用促進実行委員会

　　鳥取県交通政策課内事務局（あ 0857－26－7099/い 0857－21－3437）

　　アシアナ航空内事務局（あ 0859－38－3372/い 0857－38－3370）

団体旅行支援 貸切バス運行経費支援

パスポート取得費支援 懸賞企画支援

　平成19年10月から平成20年3月までの期間は、米子

－ソウル便を利用した家族・グループ旅行がオトク！

　旅行人数に応じて、キャッシュバック！　この機

会にぜひ、米子からソウル、ソウルから世界へ。

【対象】８人以上の団体（修学旅行などを除く）で米子

－ソウル便を利用する団体旅行。メンバーは鳥取県

以外からでもＯＫ。ソウル以遠の乗継による旅行も

対象となります。

【手続方法】出発日までに申請書を事務局（アシアナ

航空山陰支店）に提出してください。帰国後、報告書、

参加者名簿、搭乗半券などを事務局に送付してくだ

さい。

【支援内容】８人以上 20,000円、15人以上 50,000円、

30人以上なら 120,000円、50人以上なら 250,000円

■貸切バス運行経費支援　

　修学旅行、１５人以上の団体旅行で、米子－ソウル

便を利用する場合は、貸切バス代を助成します !!

【対象】米子－ソウル便を利用する修学旅行または

１５人以上の団体旅行。

【手続方法】出発日までに申請書を事務局（鳥取県交通

政策課）に提出してください。帰国後、報告書、参加

者名簿、搭乗半券などを事務局に送付してください。

※ 往復利用の場合は、往復バス代。片道利用の場合は、

片道分のバス代が対象となります。

※鳥取県の修学旅行は対象経費の全額を助成します。

※ 鳥取県の修学旅行以外の団体旅行は、助成額に上限が

あります（片道：上限５万円／１台あたり）

※ 「団体旅行支援」と「貸切バス運行経費支援」の併用はで

きません。

　平成19年10月から平成20年3月までの期間中に新

規（更新も）でパスポートを取得して、米子－ソウル便

を利用した鳥取県内にお住まいの人に、　　千円を

プレゼント！

【対象】期間内に新規にパスポートを取得（更新を含

む）し、米子－ソウル便を利用した鳥取県内在住の人

（片道も可）

【手続方法】パスポート取得後出発日までに申請書を

事務局（鳥取県交通政策課）に提出してください。帰

国後、報告書、パスポートの写し、搭乗半券などを

送付してください。

　米子－ソウル国際定期便を利用した旅行商品を景

品とした懸賞企画を実施する企業などに対して、経

費の一部を支援します。

【対象、手続方法】ソウル便を利用した旅行商品を景

品とした懸賞企画（商品アンケート回答者、商品購入

者などからの抽選など。招待旅行・優待旅行などを

含む）を実施する企業などに対して、経費の一部を支

援します。詳しくは、アシアナ航空（株）山陰支店事

務局へお問い合わせください。

【支援内容】４人以上 10,000円、８人以上 20,000円

15人 以 上 50,000円、30人 以 上 120,000円、50人 以 上

250,000円。ただし、往便または復便のみソウル便を

利用する場合は、それぞれ半額となります。

５
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杉（すぎの）野
環 境 対 策
協 議 会

農用地の管理など

点検・計画策定

啓発普及活動

基礎、農地・水向上活動

杉野子ども会

杉野ＪＡ女性会

農道の清掃活動
花の植栽など

指導・助言

・農地、水路、農道
にかかる保全活
動の協議・連携

＜組織のしくみ＞

杉野自治公民館

農　業　者

北谷土地改良区

指導・助言

現
在
、
市
内
で
は
44
組
織
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
平
成
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年
４
月
か
ら
活
動
を
実
施
し

て
い
る
杉
野
環
境
対
策
協
議
会
を
紹
介
し
ま
す
。

＜主な取り組み状況＞

● 基礎部分／農用地・水路・農道の
草刈り、水路の泥上げ

● 農地・水向上活動／機能診断、法
面の初期補修

● 農村環境向上活動／農道に花の
植栽、清掃活動

＜苦労・工夫したところ＞

地域住民を構成員として一体的

にまとめるために、組織役員に地

域に密着した人を選任し、運営を

スムーズに行うようにしました。

また、子どもたちの描いた「環境

保全ポスター」を公民館に掲示し、

地域の人の関心が高まるように努

めました。

みんなで進める集落づくり
～ 農 地・ 水・ 環 境 保 全 向 上 対 策 の と り く み ～
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